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1 はじめに
近年の周波数や変調方式など無線通信方式の多様化に

伴い，マルチスタンダード型トランシーバーが注目され
ている．さらに，低コスト・省面積のためシングルチッ
プによる実現が求められており，CMOSによる広帯域
PAの実現もマルチスタンダードトランシーバー実現に
向けての課題の一つである．
すでに分布定数型増幅器 (Distributed amplifier)によ

るワイドバンド PAがいくつか報告されているが，出力
パワーや面積の面で問題があり [1]，本研究ではフィード
バック抵抗と並列共振を用いて 2-6GHzの広帯域チュー
ナブル PAを検討する [2]．

2 PAの設計と測定結果
0.18µm CMOS プロセスを用いて試作された今回の

PA の回路図とチップ写真を図 1 に示す．特徴として，
広帯域 LNAの設計でよく用いられるフィードバック抵
抗を PAの出力側に採用した．このフィードバック抵抗
は広い周波数範囲においてインピーダンスのマッチング
がとりやすい利点があり，回路の安定性を改善する効果
もある．また，差動回路にすることにより，より大きな
出力パワーを得ると共に電源インピーダンスの影響を抑
制している．出力ノードの電圧振幅を増加させるために
3.3Vの電源電圧を利用した．耐圧を向上させるため，カ
スコード構成とし，ゲート接地端に 3.3V用 I/Oトラン
ジスタを用いた．キャパシタ配列のスイッチにも同じ理
由で 3.3V用 I/Oトランジスタが用いられた．

LC共振のQ値が周波数に影響されるため，フィード
バック抵抗も周波数毎，すなわちバンド切り替え毎に調
整した．
スイッチ数を増やせばより細かい周波数の調整が可能

だが，今回はS22が-8dB以下で繋がるように４バンドで
構成した．試作した PAの測定結果が図 2，3，4である．
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図 1 回路図とチップ写真

出力周波数が，2.1GHzから 6.0GHzまでで 4つのバン
ドをシフトさせ，-8dB以下の S22，12dB以上の S21が
得られた．また，P1dB は 15dBm以上，Psat は 18dBm
以上，PAEmax は 9%以上の結果が得られた．

3 まとめ
本研究ではマルチスタンダードトランシーバーのシン

グルチップ化を目的として，チューナブル PAをCMOS
により設計・試作した．フィードバック抵抗と並列共振
を用いることにより，広帯域でのチューナブル PAが実
現できた．
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図 2 S22 vs. Freq.

0

5

10

15

20

25

0 1 2 3 4 5 6 7

Frequency [GHz]

S
2

1
 [

d
B

]

Band 1

Band 2

Band 3

Band 4

図 3 S21 vs. Freq.
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図 4 PAE & Pout


